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٤内ᐔ⋥ᔒ、 ⷏Ꮉᱞ৻㇢（ᩣᑼળ社 東芝） 

 

１㧚ߦ߼ߓߪ
ㄭᐕ、情報システムのクラウド化がᕆㅦにㅴࠎ

でいる。しかし、個々の情報システムをクラウド

上のサービス（5CC5� 5QHVYCTG CU C 5GTXKEG）

として提供するだけなら、ή㚝の೥ᷫによる効率

化એ上の価値は↢まれない。৻ᣇ、情報システム

のクラウド化に関ㅪして、集Ⓧされた⤘大なデー

タ分析による価値創造への産業⇇のᦼᓙは大き

い。また、様々な情報をクラウド上で⚌ઃし、社

ળの共有基盤として活用することの㊀ⷐᕈもᜰ

៰されている。マࠗ࠽ンࡃーにઍ⴫される共通番

号は、社ળ保障と⒢の৻૕的効率的運用にᓎ┙つ

だけでなく、ක≮や㊄Ⲣや製品安全などの分野に

おける新しい価値創造がᦼᓙされている。 

これらのクラウド化によるデータ共有、⤘大な

データ分析、様々なデータの⚌ઃけ（共通番号）

による価値創造は⋧੕にኒធな関ଥがあるため、

いわࠁる「ビッグデータ」というࡃズワードのਛ

で৻✜くたに⼏⺰される௑ะがある。しかし、

個々のシステムの価値創造には必ずしも㧟つの

構ᚑⷐ⚛が必㗇ⷐઙではなく、より分⸃能を㜞め

た⼏⺰が必ⷐである。 

本Ⓜでは、まず価値創造（および、その結果と

してのサービスࠗࡁベーション）の視点から、「ビ

ッグデータ」の構ᚑⷐ⚛としてのデータ共有
5� 

5JCTG�、データ⚌ઃけ
%� %QPPGEV�、データ分析


#� #PCN[\G�の関ଥを整理し、サービスを分類す

るモデル（5%# モデル）をዉ౉する。次に、報告

⠪がෳ加した産業競争力ᙣ⺣ળ（%1%0）の「個人

情報や企業情報を活用するためのクラウドコン

ピューティング基盤の整備プロジェクト」（⇛

⒓：クラウド基盤ＰＪ）=�?=�?のᚑ果の㧝つであ

る「製品安全情報共有クラウド基盤」に対して、

上⸥のᨒ⚵みを用いて分類と考ኤを⹜みる。 

 

�㧚㧿㧯㧭࡞࠺ࡕ 
 データ共有、データ⚌ઃ、データ分析は、それ

 。れ次に␜すサービス価値創造に貢献しているߙ
（㧝） データ共有（Ｓ） 
クラウド化により、データをࠗンターネット上

に保ሽすることで、機ེや場所、あるいは⚵❱に

೙⚂されずにデータを共有することによる価値。 
（２） データ⚌ઃ（Ｃ） 
 分ᢔしてሽ࿷するデータを⚌ߠけることによ

り↢まれる価値。過去にはᐕ㊄システムにおける

「ฬነせ」が大きな社ળ問題になったが、マࠗ࠽

ンࡃーなどの共通番号೙ᐲは、⚌ઃけをኈᤃにす

るための社ળ基盤となる。 
（㧟） データ分析（Ａ） 
⤘大なデータを⛔計・機械学⠌で分析し、新た

な知識を発⷗することにより↢まれる価値。セン

サー、ネットワーク、データマࠗニングᛛⴚのㅴ

ᱠにより、⤘大なデータを収集し分析することが

可能になってきた。 
データ共有、データ⚌ઃ、データ分析の間には、

図㧝に␜すようなサポート関ଥがある。例えば、

データの⚌ઃはクラウド上のデータの共有化が

有効であり、データの分析にはデータの⚌ઃが有

効である。ただし、これらのサポートは必㗇ⷐઙ

ではない。よって、㧟つの構ᚑⷐ⚛を⋥行軸とし

た価値創造のࡄターン分類を行うことができる。 
 

データ共᦭

データ
⚌ઃ

データ
ಽᨆ

 
図㧝：構ᚑⷐ⚛間のサポート関ଥ 

 
図２にデータ共有（Ｓ）、データ⚌ઃ（Ｃ）、デ

ータ分析（Ａ）の㧟軸による分類マップ（ＳＣＡ

モデル）を␜す。 
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図２：ＳＣＡモデル 

 
例えば、マࠗ࠽ンࡃーによる効率的な⑔␩社ળ

のታ⃻は、⚌ઃと共有がキーであり、㜞ᐲなデー

タ分析は必㗇ではないのでＳＣဳである。また、

ᖚ⠪の検診・ᴦ≮データの製⮎やක≮機ེへの利

用は、⚌ઃと分析がキーだが、クラウド的な共有
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は必㗇ではないのでＣＡဳである。いわࠁる「ビ

ッグデータ」に関しては、⤘大なデータ分析によ

る知識発⷗が強⺞されがߜだが、データ共有、デ

ータ⚌ઃも価値創造の㊀ⷐな構ᚑⷐ⚛であり、分

類することで可視化し認識できる。 
 
�㧚㧯㧻㧯㧺ࠢ࠼࠙࡜ၮ⋚㧼㧶 
様々な情報をクラウド上で⚌ઃけし、社ળの共

有基盤として活用することで、大きな価値が↢ま

れる。マࠗ࠽ンࡃー にઍ⴫される共通番号はそ

のౖဳ例であり、公ᐔで効率的な⑔␩社ળのታ⃻

に必ⷐな೙ᐲとして、国ળを含め各ᣇ㕙で様々な

⼏⺰が行われている[3]。もࠎࠈߜ、⚌ઃけにより

情報提供⠪の安ᔃが⢿かされるリスクがჇえる

というプラࠗࡃシ㧛セキュリティ上の ᔨもあ

る。クラウド基盤ＰＪは、上⸥のࡖ࠴ンスとリス

クを検討することを⋡的として、2010 ᐕᐲから

スタートし、２ᐕ間の活動を経て、2012 ᐕ 3 ᦬

に最終報告をまとめて終ੌした。本ＰＪは、㧠つ

のワーキンググループ（㊄Ⲣ㨃㧳、ක≮㨃㧳，製

品安全㨃㧳，セキュリティ㨃㧳）から構ᚑされ、

報告⠪は製品安全㨃㧳のขりまとめを行った。製

品安全㨃㧳では、製品の所࿷情報および製品の使

用・品質・事故情報を⚌ઃけの対⽎とする。これ

らの情報をクラウド上で共通番号により⚌ઃけ

ることにより、社ળ全૕としての製品の安全や品

質のะ上にどのようにነਈできるかを検討した。 
 
㧠㧚⵾ຠߩຠ⾰࡮૶↪ᖱႎ࠼࠙࡜ࠢࠍ਄ߢ

⚌ઃߌಽᨆࠆࠃߦߣߎࠆߔଔ୯ഃㅧ 
産業用の機ེや自動ゞなどの製品は、メーカー

による⛮⛯的な保守が必ⷐであり、製品の品質や

使用情報はメーカーがᛠីできている場合が多

いと思われる。৻ᣇ、ኅᐸ電化製品は、お客様カ

ードなどによる⊓㍳はあるものの、ᛠី率はૐい

のが⃻状である。製品所࿷ᛠី率のૐさは、リコ

ールなどの対応の㔍しさに⋥結する。また、製品

಴⩄前の品質管理がච分でも、಴⩄後の品質ᛠី

は⺖題であった。 

৻ᣇ、スマートグリッドや *'/5
*QOG 'PGTI[ 

/CPCIGOGPV 5[UVGO�が዁来᥉෸してきた場合、ኅ

ᐸ電化製品もネットワークにᏱ時❬がる状ᴫに

なる。このとき、製品の所࿷情報だけでなく、品

質・使用情報をリアルタࠗムで収集することが可

能になる。これらの情報をクラウド上で⚌ઃけす

ることで、製品の安全や品質のะ上およびその情

報のઁ業⒳（保㒾、ਛฎᏒ場）での活用など様々

な価値創造が可能になる。製品リコール時の対応

のㄦㅦ化は㕖Ᏹにわかりやすい例であるが、クラ

ウド基盤ＰＪでは、よりᐢがりを持った価値創造

を検討し、એ下に述べる「製品安全センター」や

「製品安全情報共有クラウド基盤」を提案した。 

 

��� ⵾ຠ቟ోࠬࡆ࡯ࠨࠆࠃߦ࡯࠲ࡦ࠮ 
「製品安全センター」は、製品の品質・使用情

報をクラウド上で⚌ઃける仕⚵みである。すなわ

製品の所有・使用情報のポࠗンタを৻ర的に、ߜ

管理し、製品の安全ᕈの確保および安ᔃをჇすた

めのサービスに利活用する。これは㊄Ⲣ分野の信

用情報共有基盤=�?の考えᣇを製品安全に展開し

たものである。ここでは、まず製品安全センター

をᩭとする製品安全システムの構ᚑを␜し、次に

㧠つのサービスユースࠤース（製品リコール対応、

事故ᧂὼ㒐ᱛ、保守⛮⛯ᕈ、製品リユースにおけ

る品質管理・保⸽）について⺑明する。 

図㧟に提案システムの構ᚑを␜す。各ユースࠤ

ースをታ⃻するためのシステムは㧟つの構ᚑⷐ

⚛（製品情報管理機関、製品安全センター、個人

番号・法人番号管理センター）が必ⷐとなる。 
㧔ࠕ㧕⵾ຠᖱႎ▤ℂᯏ㑐 

製品情報管理機関は製品を製造したメーカー、

保守ኾ門業⠪、リサࠗクル業⠪などである。製品

情報管理機関は、製品番号で識೎される製品の所

有⠪の情報（個人番号、法人番号）およびその製

品の使用状ᴫや保守㧛ୃ理に関する情報（એ下

「製品情報」と๭߱）を保有する。その情報は、

製品安全センターのᜰ␜があった場合に開␜、⒖

管しなければならない。また、所有⠪から情報೥

㒰ⷐ⺧があった場合には೥㒰しなければならな

い。製品情報管理機関は、製品安全センターから

認⸽をฃける必ⷐがある。 
㧔ࠗ㧕⵾ຠ቟ో࡯࠲ࡦ࠮ 

製品安全センターは、製品にઃけられた製品番

号から、その製品に関する所有・使用情報がどの

製品情報管理機関にあるかの⚌ઃけ（ポࠗンタ）

情報を持っている。メーカーやサービス業⠪から、

製品情報の開␜ⷐ⺧があった場合に、そのᅷ当ᕈ

を್断し、製品情報管理機関に開␜・⒖管をᜰ␜

できる。さらに、個人番号・法人番号管理センタ

ーに問い合わせ、製品所有⠪の⃻૑所をขᓧ、製

品情報管理機関に開␜できる。また、製品情報管

理機関の認⸽も行い、認⸽された製品情報管理機

関が持つ製品情報へのポࠗンタ情報を৻ర管理

する。 
㧔࠙㧕୘ੱ⇟ภ࡮ᴺੱ⇟ภ▤ℂ࡯࠲ࡦ࠮ 

個人番号・法人番号管理センターは、製品安全

分野だけでなく、ක≮や㊄Ⲣ分野でも必ⷐとなる

共有の基盤である。個人番号・法人番号と⃻૑所

など基本情報を⚌ઃけるための情報を持ってい

る。製品安全センターのⷐ⺧に基ߠき、基本情報

を提␜する。 
એ下に㧠つのユースࠤースを⺑明する。 



― 622―
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図㧟：製品安全センターをᩭとしたシステム構ᚑ 

 
Ԙ ⵾ຠ࡞࡯ࠦ࡝ኻᔕ 

製品リコール発↢時に、製品に⚌ઃけられた製

品所有⠪をㄦㅦかつᱜ確に特定し、製品リコール

情報を通知するサービス。 

ԙ ੐᡿ᧂὼ㒐ᱛ 

製品の使用状ᴫをモニタリングし、Ἣἴ╬の人

命に関わる事⽎が発↢するリスクをᧂὼに通知

することで事故㒐ᱛを行うサービス。 

Ԛ ଻቞⛮⛯ᕈ 

保守業⠪がᦧわった場合でも、品質管理に必ⷐ

な保守情報を製品情報管理機関の間で確ታにᒁ

 。ためのサービスߋ⛮

ԛ ⵾ຠࠆߌ߅ߦࠬ࡯࡙࡝ຠ⾰▤ℂ࡮଻⸽ 

ਛฎᏒ場などで製品をขᒁする場合、使用㧛保

守㧛ୃ理情報を共有し、ᱜ確なਛฎ製品の⹏価を

することでリユースをଦㅴするサービス。 

 
��� ⵾ຠ቟ోᖱႎ౒᦭ࠢ࠼࠙࡜ၮ⋚㧔Ԝ㧕 

ここでの製品安全情報とは、製品の಴⩄前の製

造および⹜験情報と製品಴⩄後の稼働、使用状ᴫ、

ୃ理、保守状ᴫ、ᑄ᫈の製品ラࠗフサࠗクルでの

情報をᗧ๧する。「製品安全情報共有クラウド基

盤」とは、各メーカーが持っている㧛持とうとし

ている品質情報管理システムを、クラウド上の共

通サービス（5CC5）として提供する基盤である（図 

㧠）。すなわߜ、Ａ社㧮社Ｃ社は品質情報管理シ

ステムを自前で構築するઍわりに、Ｓ㨍㨍Ｓを利

用してታ⃻する。製品安全情報共有クラウド基盤

は、基盤として⴫ �に␜す機能を持つ。製品安全

分析機能は、共通機能としてᏱに最新最⦟のᛛⴚ

を使うことができる。また、製品安全センターが

持っていた機能も൮含している（製品安全管理機

能、ઁ業⠪へのサービス提供機能）。製品安全情

報共有クラウド基盤は、㊄Ⲣ機関の共同センター

と同様のコミュニティクラウドに分類できる。 

 
図㧠：製品安全情報共有クラウド基盤 

 
⴫㧝：製品安全情報共有クラウド基盤の機能 

㪥o ᯏ⢻ ⺑᣿ 

1 ⵾ຠ቟ోᖱႎ䊐䉤䊷䊙ッ䊃

䋯テンプレ䊷䊃 

⵾ຠ቟ోᖱႎの䊝䊆䉺リン䉫䈍よ䈶解析をⴕ䈉た䉄の౒ㅢ䊐䉤

䊷䊙ッ䊃䋯テンプレ䊷䊃。 

2 ⵾ຠ䊝䊆䉺リン䉫ᯏ⢻ 䊈ッ䊃䊪䊷クにធ続䈘䉏た⵾ຠ቟ోᖱႎ（૶↪⁁ᴫ、ഠ化⁁ᴫ）

を䊝䊆䉺リン䉫䈜るᯏ⢻。㪠㪧㪧C、e㪪㪟㪠㪧㪪 な䈬のᚑᨐをᵴ↪。 

3 ⵾ຠ቟ోᖱႎಽ析ᯏ⢻ ຠ⾰ᖱႎをಽ析䈜るた䉄の䉿䊷䊦䋯䊤䉟䊑䊤リ⟲（᡿㓚੍᷹、᡿

㓚解析な䈬）。 

4 䉶䉨䊠リティ▤理ᯏ⢻ ⵾ຠのຠ⾰ᖱႎ䈍よ䈶⵾ຠ૶↪者の୘ੱᖱႎの䉶䉨䊠リティを

ᜂ଻䈜るᯏ⢻。 

5 ⵾ຠ቟ోᖱႎ▤理䊶䉰䊷

䊎スឭଏᯏ⢻ 

⛔⸘的䈍よ䈶୘೎のຠ⾰ᖱႎを䉰䊷䊎スとしてឭଏ䈜るᯏ⢻

（リ䉮䊷䊦䉇㔡ἴ╬の᦭事の㓙には、౏的ᯏ㑐にᔅⷐなᖱႎを

ឭଏ䈜るᯏ⢻を฽䉃）。 

  
 ⃻状では、品質情報管理システムがච分整備さ

れていない企業が多い。それらの企業では、独自

に開発するより、本クラウド基盤の共通サービス

を利用するࠗンセンティࡉは大きいと思われる。

特に、㔡ἴ後のࠛネルࠡーマネジメントの状ᴫᄌ

化をฃけ、ネットワーク経由の製品モニタリング

のࠗンフラもᕆㅦに整備されその共通利用がㅴむ

ことがᦼᓙできる。 

単純な 㪪㪸㪸㪪 利用による業ോ効率化に加えて㊀

ⷐなことは、知識データベースや異Ᏹ検知、故障

診断などの⸃析࠷ールのᮡḰ化・共通化および有

事の場合の対応など、コミュニティ内あるいは日

本国における情報コモンズとしての共通的な価値

の創಴である。 

製品の異Ᏹ検知、故障診断に関しては、⛔計的

品質管理など多くの⎇ⓥ開発があり、個೎の分

野・製品に関してはᣢにታ〣されている。また、

電気通信大では、㜞品質・㜞信㗬ᕈをታ⃻するた

めの情報の収集・⫾Ⓧ・構造化・最適化・ㆶరを

行う⛔合情報システムとして、「次਎ઍ信㗬ᕈ・

安全ᕈ情報システム（ QRIS ： Quality and 
Reliability Information System）」を開発してい

る[5]。これは、コミュニティクラウド上の SaaS
を想定したものではないが、製品安全情報共有ク

ラウド基盤の製品安全分析機能としては、これら

のᣢሽᛛⴚを࠷ール㧛ラࠗࡉラリ⟲として⚵み

込む必ⷐがある。 
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また、単純にソフトウェアを共同利用するだけ

でなく、コミュニティクラウドのユーザ企業間で

知識を共有する仕掛けこそが、製品安全情報共有

クラウド基盤の肝となる。例えば、過去に販売経

験のない新興国における、従来の想定と異なる使

用環境に起因する品質問題を、故障モードや故障

メカニズムとして共有化することは、日本の産業

競争力強化にも貢献するものと思われる。先行事

例としては、日本のＪＳＴが構築した失敗知識デ

ータベース[6]や米国メリーランド大学のCALCE 
(Center for Advanced Life Cycle Engineering)の
活動がある[7]。前述の電気通信大でも、故障モー

ドや故障メカニズムデータベースを構築し、公開

している[8]。 
 
㧡㧚㑐ㅪࠆߔᣢሽߩขߺ⚵ࠅ 
製品の運用時のモニタリング機能を持つ品質

管理システムを自社で開発し運用している先行

企業として、小松製作所の遠隔機械稼働管理シス

テム[9]や富士ゼロックスの品質管理システム 
[10]や東芝の PC ヘルスモニタ[11]などがある。小

松製作所の遠隔機械稼働管理システムは、部品寿

命予測に加えて、位置を含む稼働情報の顧客への

提供が特徴である（⑥）。富士ゼロックスの品質

管理システムは、品質管理機能に加えてリモート

監視機能および保守支援機能を持っている（⑦）。

東芝の PC ヘルスモニタは、PC に内蔵されたセ

ンサーから PC の健康状態を診断しユーザに情報

提供するとともに、ネットワーク経由で収集した

データを用いて様々なサービスを提供すること

を検討している（⑧）。 
これらの先行メーカーは独自にシステムを構

築しているが、そのようなメーカーは多くはない。

特に、品質管理部門のリソースが不足している場

合には、製品安全情報共有クラウド基盤のような

SaaS へのニーズがあると思われる。また、経時

劣化の品質管理に関しては異なる製品分野間で

も共通化できる部分が多い。 
 
㧢㧚㧿㧯㧭ߦ࡞࠺ࡕၮߊߠಽ㘃ߣ⠨ኤ 
 前章までに提案あるいは紹介した各サービ

ス・システム（①～⑧）をＳＣＡモデルの分類マ

ップに当てはめてみる。このマップ上のポジショ

ン確認により、次の２点の効果がある。 
㧔１㧕 ߩ࠻࠶ࠥ࡯࠲᣿⏕ൻ 

 サービスがターゲットとしている価値創造を

ＳＣＡモデルの分類軸で明確化し、ステークホル

ダー間で共有化することにより、より効率的で適

切な絞り込みができる。例えば、①製品リコール

対応や⑥遠隔機械の稼働情報の顧客への提供に

おいては、データ分析は必ずしもキーではないこ

とを共通認識できる。 
㧔２㧕 ⊒ᗐᡰេ 

 ＳＣＡモデルの分類軸を用いて、サービスを発

展させるための検討が可能になる。例えば、⑧の

ＰＣヘルスモニタの場合、発展形として診断結果

をクラウド上のサービスとして企業顧客システ

ムに提供すること（データ共有）が考えられる。 

 今後は、製造業のサービス設計を支援する手法

（DFACE-SI[12]）におけるＳＣＡモデルの活用

を検討していく。 
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図５：製品安全に関する各サービスの分類 
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